
まちづくりにおける駐車場政策あり方検討会

施設デザインWG
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さいたま市の概要

■東京都心から20～40㎞・埼玉県南東部に位置

■政令指定都市・県庁所在地

■新幹線６路線が集まる交通結節点

■2001年5月 さいたま市誕生
埼玉県内で初の100万人都市

■2003年4月 政令指定都市移行（全国で13番目）

■2005年4月 岩槻市と合併
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さいたま市の将来都市構造

■２都心
・高度で広域的な都市機能が集積し、
多様な都市活動や市民の拠点となる地区

■４副都心
・都心を補完し、多様な都市活動を支える
都市機能を備える地区

①大宮駅周辺・さいたま新都心周辺地区
②浦和駅周辺地区

①日進・宮原地区
②武蔵浦和駅地区
③美園地区
④岩槻駅周辺地区
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さいたま市の伝統産業

大宮の盆栽 岩槻の人形 浦和のうなぎ

さいたま市大宮盆栽美術館(H22.3.28開館) さいたま市岩槻人形博物館(R2.2.22開館) 浦和うなぎまつり(毎年5月下旬開催)
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さいたま市のスポーツ
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データから見るさいたま市

https://www.city.saitama.jp/006/007/002/013/p051309.html

https://www.city.saitama.jp/006/007/002/013/p051309.html
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地域公共交通計画
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基本方針・目指す将来像（さいたま市地域公共交通計画）
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目指す公共交通ネットワーク（さいたま市地域公共交通計画）
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国土交通省
スマートシティ実装化支援事業
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さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム（2020年1月設立）

さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム

【会長】（一社）美園タウンマネジメント
【監事】（一社）アーバンデザインセンター大宮
【事務局】さいたま市

美園プロジェクトチーム

（一財）計量計画研究所
（株）NTTドコモ

KPMGコンサルティング（株）
MONET Technologies（株）

（株）つばめタクシー

※加入順（2023年9月1日時点）

大宮プロジェクトチーム

（株）日建設計総合研究所
ENEOSホールディングス（株）

（株）JTB
OpenStreet（株）
Sinagy Revo（株）

ヤフー（株）
埼玉大学

ソフトバンク（株）
（株）パスコ
芝浦工業大学
東京都立大学
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シェアサイクルからシェア型マルチモビリティへ

2018年より新たな都市の交通システム構築を検証

2018年11月

シェアサイクル実証実験

2019年8月

シェアスクーター実証実験

2020年12月

シェア型マルチモビリティ実証実験

公用地・民有地にステーションを配置

シェアサイクルの普及促進・データ活用

市内各所にマルチモビリティを配備し、

交通利便性向上・環境負荷の軽減等を検証

中長距離移動の快適性向上など

さらなる移動の利便性向上に向けた検証

2022年3月

包括連携協定

まちづくり、環境保全、災害対策、

経済振興など多岐にわたる分野で連携



市内に413箇所
3,539ラック

背景図：地理院地図（淡色地図） ステーション数・ラック数は2023年4月17日時点
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官民連携によるインフラ整備
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シェア型マルチモビリティ 三者協定の締結（2020年12月）
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シェア型マルチモビリティ実証

背景図：地理院地図（淡色地図）
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Ｒ３



Confidential 21

シェア型マルチモビリティとのまちの連携

連携イメージ
バス停

バスターミナル

高速バス連携



Confidential 22

【鉄道連携】シェアサイクルサブスク実証（市内ＪＲ駅定期券利用者向け）

発着駅いずれかがさいたま市内のJR駅で、
Suica定期券を前月末までにRingo Passに登録

対
象
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Ｒ４



Confidential 24

国道空間へのステーション設置

背景図：地理院地図（淡色地図）

候補地マップ



Confidential 25

国道ステーションにおける路線バス連携

バス

商業施設
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Ｒ５
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シェア型マルチモビリティとまちの連携



Confidential 35



Confidential 36

都市交通の“補完”としてのシェアモビリティ

交通空白地の補完として

バス停 鉄道駅

徒歩圏 徒歩圏

市内の既存公共交通機関（鉄道・バス）の

徒歩圏を分析・図化

背景図：地理院地図 / データ出典：国土数値情報バス停留所データ・駅データ

ステーション設置に反映
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政令市・区政施行20周年事業

①マルチモビリティのサブスクリプション：10～11月

② 10区回遊スタンプラリー：12月～1月

A：シェアサイクル単体（初乗り30分乗り放題）

B：シェアサイクル＋スクーター＋EV（乗り放題）

10区×10か所のスポット回遊でクーポンを付与（先着5,000枚）
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①マルチモビリティのサブスクリプション

HELLO CYCLING

HELLO CYCLING
+

HELLO MOBILITY

・2000円/月額

・シェアサイクル30分乗り放題（回数無制限）

・延長料金は通常通り発生

・20000円/月額 ※20名限定

・シェアサイクル＋シェアスクーター＋シェアEV

・時間無制限乗り放題（使い放題）
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② 10区回遊スタンプラリー
観光地や商店をスポットに設定し、消費の活性化と新たな街の魅力発掘につなげる
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【商業連携】市・経済局



Confidential 41

【バス連携】情報連携実証の実施

バス停：大宮駅西口

路線名：西武バス 停留所情報

HELLO CYCLINGアプリ上にバス停情報を表示
バス・シェアサイクルの組合せ利用を促進

公共交通オープンデータセンターより

バス停情報を取得予定
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【参考】電動キックボード実証（期間限定）

対象地区：大宮・さいたま新都心（11ポート）
実施期間：11月9日（水）から12月4日（日）
実施主体：LUUP（ENEOS）

安全講習会＆体験試乗会（11/5）の様子



Confidential 43

マルチモビリティステーションのアップデート

自転車

マイクロモビリティ

５G
アンテナ

チャージャー
Sta.

５G/WiFi

エネルギー供給

インフラ・その他

次世代エネルギー

再生可能エネルギー発電
蓄電システム

スクーター

小型EV

交通結節点

太陽光発電

バッテリーBOX

バッテリーBOX

エネルギー供給



Confidential 44

マルチモビリティステーション（東京都世田谷区）



Confidential 45

中心市街地 住宅地

駅前
官 公開空地

官 民 マンション
民

コンビニ 民

公園緑地
官

民

公民連携によるインフラ整備

公用地・民間用地の連携により高い利便性を実現



駐車場のシェアモビリティポートとしての活用事例

商業施設の駐車場

市営バスターミナルの駐車場

市営自転車駐車場

市営駐車場



Confidential 47

＠さいたま新都心バスターミナル

シェアモビリティの脱炭素化
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BaaS・バッテリーマネジメントの実証実験

バッテリーステーション×シェアによる
EVバイクの普及促進
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日本経済新聞（2022.04.26）

①シェアEVスクータサービスの展開

・ EVスクータ導入

・ バッテリーステーションの開発・導入

・ バッテリーマネジメントシステムの開発・運用

②シェアEVサービスの展開

③再生可能エネルギーの活用

④CO2削減量の可視化

シェアモビリティ関連事業【さいたま市】

バッテリー交換式
シェアEVスクーター バッテリーステーション

シェアEVスクーターの
バッテリー交換

シェアモビリティ
ステーション
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【商業連携】連携施策

賑わい連携 with 大宮ぷらっと集客施策 with まるまるひがしにほん



Confidential 51

地震発生時の利用回数の変化（2022年3月15～16日）

通常時と比較して利用は大幅増

利
用
回
数

1都3県 時間帯別貸出数推移
(2022年3月15日～)

通常：
23時以降利用減少 夜間利用急増

（通常時約2倍）

3月15日 3月16日 3月17日

前日
同時間帯

地震発生



Confidential 53

災害時の役割

Sta ：エネルギーステーション
Mobility ：小回りの利く蓄電池

平常時の役割

Sta ：交通拠点
Mobility ：脱炭素型モビリティ

・モビリティステーション

エネルギー供給拠点化

・シェアモビリティからの給電

災害を見据えた蓄電・給電インフラ構築

日常移動における移動の脱炭素化

・環境負荷の少ない交通体系の構築

・脱炭素型モビリティの導入

シェアサイクルバッテリーの災害活用
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サッカー日本代表戦における人流分散実証

目的

・ 試合観戦者の移動の利便性向上

・ 埼玉スタジアムの最寄駅（浦和美園駅）周辺の

交通負荷の分散・緩和

手段

・ 埼玉スタジアムに隣接する

臨時ステーションの設置（500台規模）

・ 最寄駅と異なる沿線（東川口駅・東浦和駅）

の近傍に臨時返却ステーション設置
▲臨時ステーションの所在地及び本施策で期待する帰宅導線

実施時期

・1/27  日本 対 中国戦

・2/1 日本 対 サウジアラビア戦
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埼玉スタジアム臨時ステーション・特設ブース
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利用者
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実証実験実績

利用者数

利用回数

臨時返却Staへの誘導率

常設Sta返却事例

利用者数

利用回数

期待する導線への誘導率

319件 1月27日：101件, 2月1日：218件

1月27日19時～23時及び2月1日19時～23時に臨時ステーション「埼玉スタジアム南・調節池広場」から流出した利用を集計（当社社員利用除）

261人 両日利用者：52人 複数台利用者：5人

73%
（233件）

東川口駅・サイパ駐輪場 ：207件
東浦和駅・サイパ駐輪場 ：16件
東川口駅・東川口3丁目 ：10件

さいたま市 京浜東北線・埼京線沿線 ：45件
浦和美園駅周辺 ：20件
東武野田線方面 ： 2件

近隣他都市 （川口,草加,戸田） ：17件
遠方他都市 （和光市,港区） ： 2件

多方面に分散
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利用実績 -利用経路-

人流分散に一定の成果

背景図：地理院地図（淡色地図）

実証2日間の臨時ステーション「埼玉スタジアム南・調節池広場」からの流出利用の軌跡

スタジアム

最寄駅

人流分散
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【データ連携】ステーションデータのオープンデータ化

公共交通オープン

データセンターにて

2022年6月28日

リリース



さいたま市都市局都市計画部都市総務課 toshi-somu@city.saitama.lg.jp

EOF

mailto:toshi-somu@city.saitama.lg.jp

